
҉ҋのͳ͔にً͘ޫΛ

����೥ɺ౦೔ຊେ਒ࡂの໷ɺ౮Γのফ͑ͨ֗͸҉ҋにแ·Ε·ͨ͠ɻ

ͦのதͰ౮͞ΕͨΖ͏ͦ͘΍໷ۭの੕Λͯݟɺޫ͸ҋのͳ͔͔ͩΒͦ͜ଚ͘ඒ͍͠と஌Γ·ͨ͠ɻ

͋の҉ҋとޫΛイϝʔδͯ͠ɺ紙΍インキɺҹѹ΍࡮ΓॱͳͲͰ୳ͨ͠ٻ黒ͰετʔϦʔΛͭ͘Γ·ͨ͠ɻ

͞·͟·ͳ黒とɺ͞·͟·ͳޫɻ࣫黒のͳ͔のً͖にɺر๬と͍͏ϝοηʔδ΋ࠐΊ͍ͯ·͢ɻ

ABOUT TRIAL
トライアルについて

˔τϥイΞϧのഎܠ

ɹ͓ととし、ෝ೚ઌのઋ୆で౦೔ຊ大਒ࡂにૺ۰しまし

た。ライフラインが్ઈえた֗でա͝した数೔ؒ、その後

しばらくܦって௚に໨にしたඃࡂ地のঢ়گは、๻のそれま

でのՁ஋؍を大きく༳るがしました。大ࣗવのڻҟのલで

はਓはຊ౰にͪっΆけだと௧感する一方で、このମ験を఻

えたいという思いを๊くようになったんです。

ɹそんな࣌、トライアルࢀ加の࿩をいただきました。テー

Ϛがʰࢆʱだと஌り、あの೔、暗ҋの中で感じた光を表現

したいと思いました。同࣌にաڈのトライアルを調΂なが

ら৽しい੾りޱを୳すうͪに「黒」というキーワーυをݟ

つけ、オフセット印刷でどこまで黒の表現の෯を͛޿られ

るかに௅ઓし、ҋの中にًく光を表して、ඃࡂ地のਓؒと

して఻えたいあの೔のମ験を5ຕのϙスλーに表現するこ

とにܾめました。

ίンηϓτ࡞੍˔

ɹϙスλーは1ຕ໨から5ຕ໨まで、࣌のܦաにԊったス

トーリーになっています。1ຕ໨のʰͪいさなر๬ʱは、

਒ࡂ౰೔の໷、ໟ෍にくるまりながら༨਒に͓ͼえてա͝

していた࣌、།一の明かりとして心のࢧえになってくれた

ろうそくの光をモチーフにしています。

ɹ2ຕ໨のʰ੕たͪはޠるʱでは、1ຕ໨と同じ೔の໷ۭ

をඳきました。໷、外にग़てۭをݟ上͛ると、そこにはこ

れまでઋ୆の֗中ではݟたことがなかったようなຬఱの੕

ۭがありました。もͪろんす΂てのిؾがফえていたから

なのでしょうが、ຊ౰に考えられない΄どの੕がًいてい

たんです。あの೔の੕ۭは後になってからもいろいろなਓ

たͪと࿩୊にあがったのですが、その࣌、「あの੕の数は

もしかしたらඃࡂされた方ʑの࢟なのかもしれないね」と

࿩をしたことがあります。そんな౰࣌のঢ়گや感情తな部

分もオーόーラップさせました。

ɹ3ຕ໨はʰ֗の౮ 。ɦ਒ࡂから数೔ͪܦ、ようやくిؾ

が෮چし、֗に౮りが఺った࣌の光ܠです。明かりが໭っ

た࣌の感ಈや΄っとしたイメージを表現できないかと思

い、黒いインキを使わずに暗ҋをつくってみました。

ɹ4ຕ໨はʰ明೔はくる 、ɦւとே೔の1ຕです。大きなඃ

ようと、ே೔がঃʑにঢっ͛ܨ๬΁رをもたらしたւを֐

ていくܠ色をイメージしています。

ɹ最後がʰ生きていこう 。ɦ࣌とともにࣗ分の中にժ生え

てきた、生きていこうというر๬を表し、5ຕのϙスλー

のకめׅりにしました。

のϙインτ࡞੍˔

ɹ5ຕはそれぞれ、トライアルでݟつけた黒と光で表現さ

れています。1ຕ໨の࣫黒のҋは、CMYとスミの刷り順

によるൃ色の変化でԞ行をग़したҋに、やわらかなろうそ

くの光を౮しました。੕ۭは、֯度によって色が変化する

ৠண紙にスミ、ۜ、オペークホワイトの3色のインキとい

うγンプルなߏ成です。実ࡍに用いたख法の種類よりも多

。な表情を生みだすことができました࠼

ɹٱしͿりに֗に明かりが౮った೔のܠ色はスミを使わず

に、ٯにւとே೔は色を使わずに蛍光メジウムやニスによ

るモノトーンの色෯だけで表現しました。最後の1ຕでは

黒い紙色を暗ҋにཱݟて、さま͟まな光をूめてුかͼ上

がらせてみました。

ɹさま͟まなҋにුかͿさま͟まな光。暗ҋだからこそر

๬の౮は明るくًいてくれるように思います。

Ѩ෦�୓໵ɹTAKUYA ABE
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インキによって紙色がどのように変
化するのかを実験。数種類の黒い紙
に、プロセス4色やニスを刷った。

TRIAL PROCESS
トライアルプロセス

01 02
黒紙による黒の表現

「“黒”と言っても、質感や色み、深さや濃度によって表情は大きく変わります。インキ
や紙、刷り順や表面加工などの印刷技術で、どんな表情の黒を生みだすことができるの
でしょうか。スミ100%の黒が、下地やコーティング、インキの掛け合わせなどによっ
てどう変化するのか、PDと一緒に考えながら、一つずつ整理してみようと思います」

インキによる「黒」の生成
「黒に色みを感じさせるなら、黒に頼らないで黒に近づくという方法もあるのではと考
えました。そこで、モノトーンのインキや紙色で黒を表現するのではなく、色によって
黒をつくりだす実験をすることにしました。補色の色を掛け合わせたり、インキを重ね
合わせたり、色紙を使ってみたり、思いつく方法をいろいろ試してみます」

インキと紙による「黒」の生成

3色分解した写真を明度の低いCMY
で刷る実験。黒でありながらも微妙
な階調がつくれないか試みた。イン
キはCMYそれぞれにスミを50%ず
つ加えている。

暗いインキによる
黒の表現

色紙に、スミ以外のインキだけで黒
が表現できるかどうかを実験。理論
上は補色同士を掛け合わせれば黒に
なるため、黄色の紙には紫、青の紙
にはオレンジのチャートを作成した。

色紙による黒の表現

スミに色を重ね合わせて色みのある
黒をつくる実験。スミの刷り順違い
を検証した。

黒の色み

版を重ねて深みのある黒をつくる実
験。スミを刷り重ねる設計で、中心
部分に行くにつれて版数が多くなっ
ている。下半分にオペークホワイト
を下引きし、その差も確かめる。

黒の深度

スミを印刷した上に表面加工をし、
黒の質感をつくる実験。各種ニス以
外にも、偽造防止用の蛍光メジウム
やコーティング剤のテクノフも使用
した。刷り重ねの効果を確かめるた
めに1～3回刷り重ねた。（右から1、
2、3回刷り）

黒の質感

原稿
スミの上（下）に
① C100%
② M100%
③ Y100%
④ MY100%

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑤ CM100%
⑥ CY100%
⑦ CMY100%

原稿
スミの上に
① グロスニス
② マットニス
③ マットスミ
④ パールニス

⑤ シアン
⑥ マゼンタ
⑦ イエロー
⑧ スミ
⑨ リッチブラック

スミを最初に刷る：
スミの上にベタで色が乗ると、黄
は緑、マゼンタはオレンジという
ように、本来のインキ色と異なる
色みが出た。

スミを最後に刷る：
色の上にスミが乗るとそれぞれの
色の違いがはっきりと出て、本来
のインキ色に近い印象になった。

グロスニスで表面加工：
刷り重ねるほどツヤが出て、黒が
濃くなった。上品なイメージに仕
上がっている。

パールニスで表面加工：
刷り重ねるほど明るく、青みを帯
びたライトグレーになった。ひん
やりした印象。

蛍光メジウムで表面加工：
キラキラ輝く印象の、強い群青色
になった。刷り重ねるほど深い色
になっていく。

中心に向かって黒が深くなってい
く。オペークホワイトを引かない
上半分では階調がはっきりと出て
奥行きが感じられる。一方、オ
ペークホワイトを先に刷った下半
分は、より深く、より艶っぽい黒
が表現された。

プロセス4色は色がはっきり
と、パールニスは白濁した強
い光沢が現れた。予想外だっ
たのはマットスミが赤く発色
したことで、どの紙でも同様
の現象が見られた。
用紙：スーパーコントラスト

（スーパーブラック）

黄色の紙に印刷：
M100%×C100%の 掛 け 合
わせ。
ボールペンのような濃密な印
象の黒が現れた。
用紙：イルミカラー（黄）

青色の紙に印刷：
M100%×Y100%の 掛 け 合
わせ。
かなりの濃度をもった黒に
なった。
用紙：イルミカラー（青）

白い紙に印刷：
ほとんど色みは感じられない
モノクロの写真のようなイ
メージに仕上がった。
用紙：オーロラコート

黒い紙に印刷：
色のかすかな発色が、逆に鮮
やかな印象を与える不思議な
表現となった。
用紙：スーパーコントラスト

（スーパーブラック）

Art Director 阿部 拓也  ×  Printing Director 仲山 遵

※阿部氏のトライアル作品には、一部特色が使用されています。

蛍光メジウム
無色透明のインキ。ブラック
ライトなど紫外線光で発色
し、偽造防止などに用いられ
る。

テクノフTM

フッ素コーティング剤。汚
れ・キズ防止に、表面加工用
のインキとして使用する。

リッチブラック
CMYKを掛け合わせてつくる黒
のこと。単色のスミベタの黒よ
りも濃度が濃くなり、より強い
黒になる。

③

⑥

⑨

②

⑤

⑧

①

④

⑦
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TRIAL PROCESS
トライアルプロセス

紙色を生かしながらपғの“ҋ”の部
分をスミで表現する実験。֦ࢄして
いく光を表現するためにグラσー
γϣンを多用したֆฑを、インキと
紙のさま͟まな૊み合わせで刷って
みた。
用紙：ミラーコート

白い紙で
光を表現する

こͪらは黒い紙色を“ҋ”にཱݟて、
光をインキで表現する実験。しっと
りした質感で深い黒色をした紙を࠾
用した。フΣアυット੡版で、なめ
らかなグラσーγϣンを໨ࢦしてい
る。

黒い紙で
光を表現する

表情のある表現をૂった実験。ۚと
蛍光ϐンクというஆ色ܥのインキ
と、༳ら͙ようなًきがಛ௃の紙を
使用した。໷の֗にฒͿあたたかい
光のような、ੑݸある光をイメージ
して設計した。スクリーンઢ数は
フΣアυット。
用紙：クニメタル（ホワイト）

表情のある
光を表現する

黒い紙で光を表現するために、色の
ൃ色を確かめる実験。オペʕクホワ
イトで紙色をӅ΃いした上にCMY
のグラσーγϣンを刷り、ൃ色とと
もに階調がなめらかにग़るかどうか
を検証した。CMYはプロセスイン
キと蛍光インキを試した。

黒い紙で光の
スペクトルを表現する

グラσーγϣン、ઢඳ、υットのີ
度、ಁա表現など、光のグラフィッ
ク表現のόリΤーγϣンの実験。ど
のܗをどのインキでԿの用紙に刷る
といͪばん効果తか、さらに明るさ
と暗さをどのレϕルに設ఆすると
もっとも光らしい表現となるかを
୳った。明շな౴えを引きग़すため
に、あえて版数を最খݶにߜりࠐん
だ。

1色のインキで
光を表現する

03 「暗ҋの中にුかͼ上がる光の表現を୳します。明暗のコントラストでさま͟まな “暗
ҋのなかの光” を表現できるように、光表現のόリΤーγϣンをつくりग़す実験です。
紙とインキとֆฑという3つのཁૉを૊み合わせ、暗さを引きたたせる明るさと、明る
さを引きたたせる暗さを、光の੾りޱから୳していきます」

インキと紙による「ޫ」の生成

プロセスインキ：
オフセット印刷では
紙色を׬શにӅ΃い
するのは೉しい。そ
の݁Ռ、黒いཻࢠが
͟らつきのようなイ
メージを૑出した。

蛍光インキ：
度の࠼光インキのܬ
の発色Ҏࡍさが࣮ߴ
上にޮՌを発شし
て、೒のような透明
感の͋るグラσー
シϣンをੜみだした。

インキと刷りॱ：オペʕクホワイト（�ճ刷り）
ˠCˠMˠY
用紙：スーパーコントラスト（スーパーブラック）

スミ：
光の࣭感を୲わせや
すいツヤの͋る紙を
用いた、光のもっと
もベーシックな表現。
用紙：ミラーコート

スミ：
色と光沢が光の༳ら
Ίきにࣅた紙のྗを
आりた。シϟープな
でޮՌが͋る૊みܗ
合わせ。
用 紙： ク ニ メ タ ル

（ホワイト）

ۜ：
1ճ刷りでも紙色を
Ӆ΃いし、はっきり
としたコントラスト
を現出している。
用紙：スーパーコン
トラスト（スーパー
ブラック）

スミʴബۜʴۜʴ
Ϛットスミ：
見る֯度によって光
のྠֲが見えӅれ
し、੕のきらΊきの
ように輝いている。

ホワイトʴ蛍光イΤ
ローʴパールニスʴ
オペʕクホワイト：
白のཻࢠがඈびަっ
て見える。面に͓い
てはؒ઀র明のよう
な表現がੜまれた。

蛍光イΤローʴ蛍光
メジウム（̏回刷り）
ʴホワイト（̎回刷
り）：
光メジ΢Ϝが予想ܬ
外にも赤みを帯び
た。΅んやりとした
明るさが不思議な印
象になった。

スミʴ蛍光ϐンクʴ
ۚ：
೒色に輝く表現をૂ
い、色みを帯びたৠ
ண紙とインキを࠾
用。͋たたかみの͋
る光のイメージに
なった。

Art Director 阿部 拓也  ×  Printing Director 仲山 遵

用紙：スーパーコントラスト（スーパーブラック）
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FINISH
શ作඼とσィテール

Design&Illustration：阿部 拓也

※阿部氏のϙスター作品には、一部特色が使用されています。52
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「星たちは語る」
用紙：クニメタルʗホワイトɹ�00×1100ɹ����LH
൛のߏ੒：オペークホワイトˠۜˠスミˠۜˠスミˠオペークホワイト（�ճ刷り）ˠスミ 

「ちいさな希望」
用紙：)4ホワイトϋミングɹ࢛࿡൑ɹ�4LH
൛のߏ੒：スミˠシアンˠマゼンタˠイエローˠパールニスˠܬ光ϐンクˠۚˠスミˠグロスニスˠオペークホワイト（�ճ刷り）ˠスミ
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「໌೔は͘る」
用紙：オーロラコートɹ࢛࿡൑ɹ1��LH
൛のߏ੒：スミ（̎ճ刷り）ˠパールニスˠパールニスˠ パールニスˠグロスニスˠマットニスˠマットニスˠマットニスˠܬ光メジ΢Ϝˠܬ光メジ΢Ϝˠܬ光メジ΢Ϝˠ
オペークホワイト（̎ճ刷り）ˠスミ

「֗ͷ౮」
用紙：イルミカラーʗ黄ɹ࢛࿡൑ɹ�0LH
൛のߏ੒：特色紫ˠシアンˠマゼンタˠۚˠۜˠܬ光ϐンクˠオペークホワイトˠグロスニスˠオペークホワイト（�ճ刷り）ˠスミ 
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AFTER TRIAL
トライアルをऴえて

˔τϥイΞϧΛऴ͑ͯ

ɹさま͟まな技法のなかで、オフセット印刷は大きなロッ

トにରԠできて、しかもਫ਼度のߴい࠶現がಛ௃です。それ

だけにϋイテクな印刷だというイメージがڧくఆணしてい

ますし、技術はどんどんਐ化して、ػցも೔ʑ৽しくなっ

ています。

ɹそれはもͪろんؒ違いのないࣄ実ですが、ࠓ回のトライ

アルを௨して、๻はオフセット印刷もੴ版やγルクスクリー

ンと同༷に、ਓのखによって生まれる“生きもの”だとվめ

てೝࣝさせられたように思います。実験を重ねる͝とに印

刷の༧ଌෆೳなྖҬを実感し、いつしかそのັྗにऔりつ

かれていました。๛かな表現が生まれる現৔に઀し、印刷

がどれだけԞ深いものだったのかをݟൃ࠶したように思い

ます。

ɹとにかく面白かった、の一ޠにਚきます。最初のトライ

アルでは、಄の中で༧ଌできるようなものもؚみながら実

験を行ったにもかかわらず、蛍光メジウムとスミの掛け合

わせが生んだ思いがけない܈青色や、オペークホワイトと

スミを重ねた࣌のൃ色には心からϏックリさせられまし

た。「印刷ってこんなに面白いんだʂ」とࠓさらながらに感

ಈし、どんどんのめりࠐんでいきました。プリンティング

σィレクλーの仲山さんたͪと࿩し合いながら৽たなखを

考えていくプロセスも、そこでಘたண૝からさらにアイσ

アを;くらませてೖ稿σーλをつくることも、υキυキし

ながら刷り上がりを଴つ࣌も、どのプロセスもライブ感が

いっͺいで実にָしいؒ࣌をա͝すことができました。

ɹ考えてみればインキも紙もਓがつくったものですし、ػ

ցをѻい刷り上͛るのはもͪろんਓのखによるわけです。

そうやって考えてみれば、同じようにݟえてもきっとຖ೔、

同じようにݟえる印刷෺にもԿかしら微妙な差ҟは生じて

いるに違いありません。

ɹやっͺり印刷෺は “生きもの” なのです。印刷෺が “生き

もの” となるॠؒにཱͪձう、そんな޾せがຯわえたトラ

イアルとなりました。

ʕʕ 阿部 拓也

˔ϓϦンςΟンάσΟϨΫλʔ͔Β

ɹ阿部さんのトライアルには෺ޠと技術というೋつのଆ面

があります。෺ޠの面では਒ࡂという、2೥લに೔ຊにॅ

んでいたਓなら୭もがわかるڞ௨߲ࣄをϕースにしたス

トーリーでわかりやすくߏ成されています。技術の面はと

にかくいろいろなことがありました。ೖ稿σーλの΄とん

どがチャートで、ී௨のਓがݟたらよくわからないものば

かり。そこに一つずつインキをあてはめ、刷り順をܾめて

いきます。「こうしたらどうʁ」「これは変えよう」と一つず

つ࿩をしながら٧めていく、けっこう地ಓな作ۀです。༧

ଌがつかないݸॴは๻ࣗ਎もີかにָしみにしながら、面

白そうな૊み合わせをબผしてトライアルに௅みました。

ɹこの作඼は、ͥͻϚクロとミクロの྆方のࢹ఺から؍て

΄しいと思います。まずは၆ᛌしてϏジϡアルのඒしさや

શମのੈք؍をϚクロなࢹ఺から؍てください。できれ

ば、໨でݟた࢟だけではなく質感までをもؚめた“モノ”と

して印刷෺を感じて΄しいと思います。それから͙っと近

づいて、ࠓ度はミクロのࢹ఺から。「スミを使ってないのʁ」

「どうやってこの色になったのかな」と、σィテールでؾづ

く印刷テクニックや表現ख法にண໨しながらோめると、

さっきとは違うָしみ方ができるはずです。そして࠶度Ϛ

クロなࢹ఺に໭り、ミクロなࢹ఺に໭りʜとくりฦすと、

重૚తかつ多面తな৽しいݟ方が生まれてくると思います。

ʕʕ 仲山 遵

「ੜ͖ͯい͜͏」
用紙：スーパーコントラストʗスーパーブラックɹ࢛࿡൑ɹ1�0LH
൛のߏ੒：オペークホワイトˠシアンˠܬ光ϐンクˠܬ光イエローˠパールニスˠオペークホワイトˠܬ光メジ΢Ϝ（̏ճ刷り）ˠオペークホワイト（̎ճ刷り）ˠ
マットスミˠスミˠ特色ۜ（グロスニスࠞೖ）ˠオペークホワイト（̏ճ刷り）ˠスミ 
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